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本園はお茶の水女子大学のキャンパス内に位置し、大学全体が育んできた自然珠境の中で、都心

とは思えないほどの豊かな自勲耕こ包まれていまt。園庭はこの大塚の地のもつ士地の起伏を活用し

て、変化に富んだ構成になっており、回遊式の日本庭園のごとく、四季折々の自然を楽しみながら、

子どもたちが遊バるようになっています。昭和8年にお茶の水からこの大塚に移転したときに、当

時の主事、倉橋惣三の理念を反映tるかたちで園庭が途戈されて以来、70年以上の年月を経て今日

に至っていまt。

子どもたちは、日々過ごす園での生活のなかで、さ主ざまなあり方で自然環境と関わっています。

その関わりは個人的なものから複数、そして集団によるものまで、子どもたちの多様な活動をしっ

かりと支えるものであり、また保育にとって非常に重要な倶盾であります。

子どもたちゃイ呆育者と深いつながりのある自然環境は、とくに日本人にとっては、人間の生活と

一体化しており、自然に育まれながら生活すること、つまり自然と融和しながら生活していること

を、私たちは、当然のこととして受け止めています。それゆえに自然を観察の刈象として捉えるこ

とは、まるで自分の生活を自分の中で客体化して観察するのと同じぐらいに難しいことです。とは

いえ、保育という教育活動を考えるときには、やはり、自然環境というのは、まさに「環境」寸、な

わち「まわりに¥荒するもの」なので、自然環境を明確に人間の主体と切り航して考えるという、

西洋的な,思考もまた必要であり、そうするときにはじめて、自然がどのように子どもたちと関わっ

ているのかを、具体的な事例を通じて老察することができると考えられます。

幼稚園はひとつの教育力衝艾でtから、教育の「環力蒄」を矧菊することはその大きな課題のーつで

す。建物の内外にある遊具などの道具を整えることも、たしかに業寛の澗11iですが、それだけでな

く、自然環境の劉侍もまた旛設面での重要な課題です。この研究では、子どもたちの園生活におい

て、いかに陶然瑞U寛が深く関わっているかを事伊仂珪)老察し、子どもと自然との関わりのみならず、

その関わりを支える自然環境白体を、保育という視点から検討'していまt。

平成20年度の研究を糸口とし、子どもと環境に関する研究をさらに積みかさね、豊かな感受性を

育むために自然環境をどのように整えていくのかという課題について、今後にわた0て取り組んで

いきたいと肴えています。
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私たちは「環境に対する豊かな感受性を育む」を研究テーマとし、1年問研究に取川俎ん

できました。身近な自然と出会い、驚きや喜び、瓣Hこは戸惑いや悲しみも味わいながら、

様々な活動を展開している子どもたちの姿を記録し、事例をもとに話し合いを重ねてきま

した。と同時に、今ある環境をさらに坐リPなものにしよう、という老えのもと、環境の見

直し・改善も進めてまいりました。

研究が進むにっれて、密然に刈'tる教師胸身の関心力町高まっていきました。教師冑身が

好・奇心1任盛に身近な自然に関わるようになり、不,思議な生き物に出会うと「これ何かな?」

と尋ね合ったり、亙いに発見を伝え合0たり、保育後の話し合いの中にも自然との関わり

のことが多く登場するようになりました。

このように、教師自身の意識が変化する中で、今主でなら見過ごしてしま0ていたかも

しれない「小さな」しかし「貴重な」子どもたちと身近な自然との関わりを丁寧に受け止

めるようになってぃ0たと肴えまt。共感的に丁工執こ受け止められることで、子どもたち

と自然との関わりは継紗印勺なものとなり、継続した体験の中で、子どもたちの中に様々な

気付きが生まれてきています。

本研究は、教師の意識変革や子どもたぢの遊びの豊かさを生み出tき0かけとなってい

ま寸。本研究はまだ始まったぱかりであり、今後さらに実践をMみ重ね研究を深めていき

たいと芳えます。

最後になりましたが、ご指導いただきましたNP0法人日本アンリ・ファーブル会の皆様、

本大学の先生力、附属学校園の先生方、自然との関わりを共に創り上'げた子どもたちゃ保

護者の皆さまに心より兎畴甜市し上げまt。
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